
■ はじめに

　平成 24 年 12 月 6 日から 7 日まで，奈良市で行われ

た産業技術連携推進会議 ナノテクノロジー・材料部

会 第 6 回木質科学分科会に参加しましたので，その

様子をお知らせします。

■ 産業技術連携推進会議とは？

　産業技術連携推進会議（以下，産技連）とは，公設

研究機関（以下，公設試）相互，および公設試と（独）

産業技術総合研究所（以下，産総研）との協力体制を

強化することによって，試験研究を効率的に推進し，

産業の発展に貢献することを目的として作られた組織

です。産総研は，旧通商産業省工業技術院を主体とし

て発足した産業技術の研究を目的とした機関で，多く

の技術・知的財産を有しています。

　産技連はその下部に多くの技術部会と分科会を有し

ています（図 1）。産技連の特徴として，各分科会独

自の活動を行うだけではなく，分野を横断した会員の

交流や議論が推奨されています。

　さて，木質科学分科会は，ナノテクノロジー・材料

部会に属しており，全国の林業系，工業系地方公設試，

計 51 機関が所属しています。木質科学分科会は，毎

年秋に総会と研究交流を目的とした研究成果の発表会

を行っており，今回は奈良県立森林技術センターが事

務局となって，世界遺産である興福寺に隣接した猿沢

荘で行われました。

■ 木製サッシ情報交換会　

　今回は，分科会 1 日目の午前中に，林産試験場の提

案により“木製サッシ情報交換会”を開催しました。

木製サッシは，断熱性や意匠性に優れたサッシです

が，価格が高い，メンテナンスが必要等の理由で需要

が伸び悩んでいます。そこで，木製サッシの需要拡大

の手法を木質科学分科会の枠組みの中で検討するため

に，まずは勉強会として情報提供を行いました。

　林産試験場からは木製サッシの現状説明と過去に開

発した木製サッシの紹介，林産試験場の有する測定装

置の紹介等を行いました。また，栃木県工業技術セン

ターからも，過去に取り組んだ木製サッシの検討事例

の紹介がありました。

■ 研究発表・事例発表

　午後は，事務会議の後に各機関の研究発表・事例発

表となりました。参加者は24機関からの38名であり，

発表者数は 9 名でした。その中から，印象的な発表を

二つ紹介します。

　新潟県工業技術総合研究所の内山氏の発表した「含

浸型 WPC の曲げ加工について」では，木材に熱可塑樹

脂を含浸させた WPC（Wood Plastic Combination）を

用いて，従来の木材ではできないようなカール加工を

行う報告がありました。樹脂を含浸させることによっ

て，カール加工に耐えうる材料強度を持ち，熱の加除

によって軟化と硬化をコントロールすることができる

としています。金属の治具の間を木材が通って治具の

形に連続的に形成される様は，従来の木材加工を見慣

れた目にはとても新鮮に映りました。

　また，高知県工業技術センターの山下氏からは，高

知産の竹をもちいた自動車のステアリングハンドルの
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図1　産技連 技術部会 組織図
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開発についての報告がありました。このハンドルは，

すでに某自動車メーカーの高級車に純正オプション部

品として装着されているとのことでした。

　

　研究発表後には京都大学生存圏研究所の矢野浩之教

授による「セルロースナノファイバーの製造と利用」

と題する特別講演がありました。

　木材をはじめとする植物の細胞はセルロースナノ

ファイバーと呼ばれる素材から成り立っています。セ

ルロースナノファイバーは鋼鉄の 1/5 の軽さで，5 倍

以上の強度を持ちます。矢野教授らは，この素材を木

材や植物から低廉に取り出す方法の開発や，利用法に

ついて検討を行っています。

　現在，セルロースナノファイバーは，プラスチック

やゴムの添加剤として自動車分野での利用を目指して

研究が進んでいるとのことです。また，新聞等でも報

道されたこの素材をもちいた“透明紙”の紹介もあり

ました。

　このように，従来の木材や植物からは想像できない

形で利用する技術が進んでおり，海外では国からの支

援によって，大型プロジェクトの実施や生産プラント

の建設が行われているとのことでした。

■ 元興寺文化財研究所 保存科学センター見学

　分科会 2日目は奈良県生駒市にある（財）元興寺（が

んごうじ）文化財研究所保存科学センターの見学を行

いました。元興寺文化財研究所は，奈良市内の元興寺

での発掘調査時に出土した庶民信仰資料の保存と研究

を始まりとし，現在はその保存技術を活用して全国の

文化財の保護処理を行っています。

　文化財遺構の発掘調査では木製品が出土することが

多いのですが，それらは水に浸かった状態や高湿状態

である場合が多く，そのままでは保存や展示には適し

ていません。そこで，現在では水を樹脂で置き換えて

保存する PEG 処理と呼ばれる保存技術が使われていま

す。ここでは出土した木製船や木の抜根等の大型の出

土品を手掛けており，大型の処理装置を用いて，数か

月から数年かけてゆっくりと処理が進められていまし

た（写真 1）。

　また，現在の保存処理技術よりさらに優れた処理方

法が開発された場合のために，基本として元の状態に

戻せる可逆性の技術を用いて処理を行っているとのこ

とでした。

　出土品等の文化財は失われれば二度と手に入れるこ

とはできませんし，不用意な修正は後世の混乱を招き

ます。最新の技術を用いながら，注意深く丁寧に作業

が進められているのが印象的でした（写真 2）。

■ おわりに

　次回の木質科学分科会は，25 年の秋に福岡で行わ

れることとなりました。林産試験場では次年度も職員

を派遣して，試験場の研究内容の紹介と共同研究の機

会づくりを行っていきたいと考えています。

　

写真1　大型の PEG保存処理装置

写真 2　出土品の修復風景
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